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Nicotiana tabacumの能率的染色体倍加法

新関稔・喜多富美治

(北海道大学農学部附属農場)

緒 言
種子稔性の有無によって判別した。すなわち半数

体は完全種子不稔でJあるのに対し 2倍体に倍加

GUHAとMAHESHWARl1，2)がDafura innox匂 されることにより種子稔性は回復する。また2倍

の蔚培養によって半数性植物を得ることに成功し

て以来，この方法により多くの植物で半数性植物

が得られるようになり，半数体育種法が広く実用

化しつつある。このような今日実際育種の場面で

半数体の能率的な倍加法を開発する必要にせまら

れている。植物の染色体数の倍加にはコルヒチン

が広〈使用されてきたが，その他の薬品をコルヒ

チンと併用することにより倍加効率を高め得ると

いう報告が数少ないがなされている。その主なも

のは DMSO(dimethyl sulfoxide) 8)， GA3 (gibbere-

llic acid) 3，10)，および界面活性剤である Tween

204)等である。

この実験ではこれ等薬品の効果を検討してみたの

で報告する。

材料および方法

染色体倍加処理は， 1，0.1%コルヒチン;11，O. 

1%コルヒチン+2 %DMSO; III， 0.1%コルヒ

チン+2 %DMSO+10 mgjlGA3 ; IV， 0.1%コル

ヒチン+2 %DMSO+10 mgjlGA3+0.3 mljl 

tween 20の4処理を半数体 2倍体タバコ(品種

Wisconsin 38)に5時間および24時間渉透処理を

行った。半数体は NITSCHとNITSCH5)の基本培

地に 0.1mgjlのIAA(indoleふaceticacidとカ

ネチンを含む培地による蔚培養によって得られた

もの，および2培体は種子由来のものを用い 2

-3葉期の幼植物時に上記4処理を行った。処理

後各個体は水洗いしパーミキュライトに移植し，

日長15時間，昼間温度25'C，夜間温度 15'Cの条

件下て養育した。半数体の倍加個体(2倍体)は

体の倍加個体 (4倍体)は花粉稔d性の低下によっ

て判別した。すなわち 2倍体は，通常 95%以上の

花粉稔性を示すが 4倍体では， 55-66%と稔性

は低下する。

結果

半数体および2倍体の各倍加処理の結果を

Table 1および2に示した。各処理は 40-60個体

について行った。半数体の各処理後における生存

率についてみると 5時間区では各処理区とも

70%以上で，処理区間に大きな差は認められな

かった。一方 24時間区では，生存率は 5時間区に

比し激減するが，処理11区(コルヒチン+DMSO)

だけは 80%の高い生存率を示した。 5時間区， 24 

時間区ともに処理個体数に対する倍加率が明らか

に高い値を示したのは処理11区で 5時間区で約

23%， 24時間区で約 32%であった。その他の処理

区では 5時間区， 24時間区ともに大きな差は見ら

れなかったが，一般に 24時間区は 5時間区に比較

し低下する傾向を示した。

2倍体の倍加処理の結果も半数体の場合と生存

率，倍加率ともにほぼ同様の結果を示し，処理11

区で倍加率が高まる傾向を示した。しかし半数体

の場合より一般に倍加率は低い傾向であった。

論

THIEBAUTとKASHA9)はコ/レヒチンに

DMSO， GA3およびTween20を加えた場合，

Hordeum vulgareの半数体の倍加に最も良い効

果をもたらすことを報告している。我々のタバコ
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Table 1 Chromosome doubling and plant survival of haploid tobacco 

Method of Duration of Number of %pia 。f %ch 。f
treatment plant nt roπlosom巴

treatment (hr.) treated survival doubling 

5 60 98.33 15.00 

II 5 60 93.33 23.33 

1lI 5 60 73.33 8.33 

W 5 60 86.66 11.67 

24 40 15.00 2.50 

II 24 40 80.00 32.50 

1lI 24 40 57.50 7.50 

W 24 40 7.50 5.00 

1. 0.1 % colchicine; Il. 0.1 % colchicine十2%DMSO; III. 0.1% 
colchicine+2% DMSO+lOmg/l GA3; N. 0.1% colchicine+2% 
DMSO+ lOmg/l GA3 +0.3ml/l Tween 20 

Table 2 Chromosome doubling and plant survival of diploid tobacco 

Method of Duration of Numnt berof %PIa 。f c%h 。f
treatment plan nt romosome 

tr巴atment (hr.) treated survival doubling 

I 5 60 75.00 13.33 

II 5 60 91.66 20.00 

1lI 5 60 80.00 11.67 

W 5 60 83.33 11.67 

24 60 46.67 6.67 

II 24 60 51.67 8.33 

1lI 24 60 56.67 5.00 

W 24 60 20.00 1.67 

1. 01% colchicine; Il. 0.1% colchicine+2% DMSO; III. 0.1% 
colchicine+2% DMSO+I0mg/l GA3; N. 0.1% colchicine+2% 
DMSO十lOmg/lGA3 +0.3ml/l Tween 20 

の半数体および2倍体を用いた実験ではコルヒチ

ン+DMSO処理が最も効果的であることが示さ

れた。半数体の 24時間処理区では，DMSOのみの

添加が明らかに生存率が高かったが， DMSOによ

る生存率向上が倍加率向上の直接の原因であると

は云えない。なぜなら 5時間処理区では他の処理

区と比較し生存率に大きな違いが認められないに

もかかわらずDMSOのみの添加区で倍加率が高

かったからである。DMSOの本来的作用は今のと

ころ明らかでないが、染色体の倍加を促進する作

用を有することは確かなようである。 GA3につい

ては，細胞分裂を促進させる作用があるので，コ

ルヒチンの毒性によって弱められた倍加細胞に賦

活作用を有すると考えられるが，この実験での

DMSOとの共存では生存率においても，また倍加

率においても大きな影響はなしそのような作用

が働いたとは考えられない。 Tween20はコルヒ

チンの植物組織への取り組みを促進するものと考

えられるが，特に 24時間処理区では半数体， 2倍

体ともに個体生存率を低下させ染色体の倍加には

好影響を与えない結果となった。結論するとタバ

コの半数休および2倍体の倍加にはコルヒチン十

DMSOが良しさらに GA3や Tween20を加えた

場合は効果がないか，あるいはむしろ悪影響を与

える。

半数体の倍加率が2倍体の倍加率より一般に高

い値を示しているが，これはコルヒチンによって

倍加された 2倍性細胞が4倍性細胞よりその後の
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分裂に適しており，生存力が高いためこのような

結果が得られたと考えるのが妥当であろう。

OKA et al.6)は半数体タバコの染色体倍加に 2

-3葉期の幼植物を 0.1%コルヒチンで48時間

処理することによって 69.2%の高い倍加率を報

告している。また大橋と中島勺土タバコの花粉体細

胞分裂直前の花粉を含む蔚をコルヒチン処理し，

その後蔚倍養を行うことによって約 30%の 2倍

体を得ることに成功している。この実験で'1l"った

コルヒチン+DMSO処理で約 30%の倍加率を示

したが，上述の他者の実験とほぼ同様か，あるい

は劣る倍加率である o しかしコルヒチン単独処理

よりは明らかに高い値を示しているので，今後処

理濃度や時間を検討することによってさらにより

よい効果が期待されるものと考えられる。

要約

タバコの半数体および2倍体の倍加法について

コルヒチンの他に DMSO，GA3およびTween20 

を添加した場合について検討した。

最も高頻度の倍加率を示したのは半数体 2倍

体ともに 0.1%コルヒチン+2 % DMSO処理区

であった。DMSOはコルヒチン処理による生存率

に与える毒性を緩和する作用の他に倍加率そのも

のを高める作用があることが明らかとなった。

DMSOの他にさらに GA3や Tween20を加えた

場合'は倍加率向上に効果がないか，あるいはむし

ろ悪影響を与える結果となった。しかし

Hordeum vulgareでは GA3，Tween20が倍加率

を向上させるという報告がありへ今後さらに深い

検討が必要で、あると思われる。
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Study on method of high frequent production of doubling 
chromosome plants in tobacco. 

Minoru NnZEKI and Fumiji KITA 

Experimental Farm， Faculty of Agriculture， Hokkaido 

University， Sapporo， Japan 

Summary 

By using haploid and diploid tobacco seedlings， DMSO(dimethyl sulfoxide)， GA3 (gibberellic acid) 
and Tween 20 added to colchicine solusion were examined their effects on the doubling chromosome of 

plants. Colchicin containing 2% DMSO was the most effective on the doubling chromosome of haploid 
and diploid plants. Addition of DMSO to colchicin solution sometimes reduced plant mortality. 
However， it was considered that the reduction of mortality i色notall， but a part of explanation for the 
increasing chromosome doubling. The subsequent inclusion of GA3 and Tween 20 to the above 

solution revealed no favourable effect on chromosome doubling and sometimes reduced the percent of 
chromosome doubling. However， in the cace of Hord切m vulgare， it had been reported that the 
conlchicin containing DMSO， GA3 and Tween 20 in combination indicated the most frequent chromo. 
some doubling剖. It must need further studies on arising controversial results on Nicotiana tabacum and 
Hordeum vulgare. 


